
　　平成１７年３月

Ⅰ　総括コメント

Ⅱ　「政策合意」の取組項目に係る結果について

別紙「平成１６年度　取組項目に係る結果報告（土木部）」のとおり

5.今年度は、通学路を対象にした照明灯の整備や歩道除雪の充実、市街地交差点での除排雪の徹
底などに努めました。その結果、概ね良好な評価をいただいたと考えております。

6.古民家などの歴史的建造物の保存・活用の推進や福井駅前地下駐車場で発掘された石垣の展示
計画を取りまとめるなど、歴史的遺産の利活用に取組みました。

平成１６年度「福井元気宣言」推進に係る政策合意の取組結果
（平成１７年３月末現在）

土木部長　  福 田　 正 晴

　「福井元気宣言」の４つのビジョンを着実に実現していくため、平成１６年４月に知事と合意を
した「政策合意」の取組結果について、次のとおり報告します。

・昨年は、7月の福井豪雨をはじめとする大規模な災害等により大きな被害を受けました。被災箇所の
早期復旧と復興に、職員の応援体制も整えながら、全職員が一丸となって取り組むとともに、その他の
政策合意の実現に向けて、最大限の努力をしました。

・特に、交通体系の整備については、舞鶴若狭自動車道や中部縦貫自動車道での事業の進展、福井
駅付近連続立体交差事業におけるＪＲ北陸線の高架切替え、福井港における開港の決定など、大きな
前進を見ることができました。また、安全な通学路を確保するための照明灯の設置などにも積極的に取
り組むなど、この1年の間に大きな成果が得られたと考えています。

1.福井豪雨や台風による被災箇所においては、次期出水期となる６月までに概ね７割の工事が完成す
るよう、現在、鋭意、工事を進めています。破堤した足羽川や多発した土砂災害については、専門家か
らなる検討会を設置し、その提言を踏まえた対策工事を実施しています。さらに、災害に関する情報提
供や土砂災害警戒区域等の指定など、ソフト対策の充実・強化を図りました。
　今後とも、被災箇所の早期復旧と防災体制の強化など、災害に強い県土づくりに全力を挙げて取り
組みます。

2.舞鶴若狭自動車道においては、敦賀市側からの工事にも着手され、用地買収も全体の約５割を確保
するなど、事業は順調に進んでいます。また、中部縦貫自動車道においても、大野油坂道路のルート
帯の公表や、福井・大野間での用地交渉の進展（上志比村の一地区）がありました。今後とも用地買収
の促進など両路線の早期完成に向けて、最大限の努力をしていきます。

3.福井港においては、本年４月に関税法上の開港に指定されることとなりました。また、敦賀港におい
ても、貨物量の増加と物流形態の変化に伴う港湾計画の改訂作業を進めており、今後とも、これら港湾
の活性化に取り組んでいきます。

4.福井駅付近連続立体交差事業については、４月にＪＲ北陸線の高架切替えと新福井駅が開業しま
す。残るえちぜん鉄道の高架化については、新幹線との一体整備と合わせて早期に完成するよう努め
ていきます。また、西口駅前広場については、広場の拡大を目指す方向性について福井市と合意した
ところであり、引き続き積極的に取り組んでいきます。
　幸橋と福井駅前地下駐車場(仮称)については、福井豪雨や歩道の陥没に伴い工事の進捗に遅れが
生じましたが、今後、工期短縮などさらに検討し、早期完成に努めていきます。



役職 氏名

平成1６年度　取組項目に係る結果報告（土木部）

　土木部長

〔成果等〕　目標を達成しました。

【取組結果の区分】  ・目標を上回って達成しました。
【取組結果の区分】  ・目標を達成しました。
【取組結果の区分】  ・目標達成にはいたりませんでした。
【取組結果の区分】  ・取組を継続中です。

　福　田　正　晴

取　　組　　結　　果

（　平　成　1７　年　3　月　末　現　在　）

県内の全小、中、高校からのアンケート結果をもとに、歩道
の新設や段差解消、歩行者用照明灯の整備に取り組みまし
た。

３　安全で安心できる快適な生活環境の
実現
歩道の段差解消や照明灯の整備を進め、
安全で安心な通学路を確保します。

取　　組　　項　　目

２　高規格幹線道路の整備促進
舞鶴若狭自動車道の敦賀からの工事着手
に向けて、敦賀市での用地買収の促進に
努めます。また、小浜西・小浜間の早期
完成に向けて３地区での用地買収の促進
に努めます。

住民参加によるみちづくり協議会や河川整備に係る流域委員
会を開催するとともに、事業を実施するに当たってのアン
ケート調査を行うなど県民ニーズの把握に積極的に努めまし
た。

〔成果等〕　取組を継続中です。

昨年１２月に敦賀市において起工式が開催され、本年１月に
は敦賀市で工事着手しました。
また、小浜西・敦賀間全体の約５割の用地買収が完了すると
ともに、小浜西・小浜間の３地区のうち、２地区で用地買収
が完了し、残る１地区で用地測量に着手しました。

〔成果等〕　目標を達成しました。

○重点項目
１　県民の視点に立った公共事業の推進
公共事業の実施に当たっては、｢使う｣と
いう視点をより重視するとともに、アン
ケート調査の実施など県民ニーズの把握
に積極的に取り組みます。

中部縦貫自動車道の福井・勝山間におけ
る平成18年度までの一部開通に向けて、
交渉を再開した上志比村の１地区での用
地交渉に重点的に取り組むとともに、大
野・油坂間の年度内のルート決定を目指
します。

〔成果等〕　目標を達成しました。

上志比村の１地区については、地元との交渉を重点的に行っ
た結果、用地の境界確定が概ね終了し、本年３月に地区説明
会を開催しました。
また、大野油坂道路については、国に強く要望した結果、昨
年１２月に国がルート帯を公表しました。

除雪に当たっては、アンケートを実施す
るなど、県民ニーズの把握に努め、歩道
除雪の充実や圧雪の早期除去など改善に
向けて取り組みます。

〔成果等〕　目標を達成しました。

県民アンケートの結果をもとに、歩道除雪の充実や圧雪の早
期除去を行うとともに、新たに交差点での堆雪の処理を行う
など、道路除雪の改善を図りました。

　住民参加による｢道づくり協議会｣の開
催　８事業
　河川整備計画策定のための住民参加
による流域委員会(県内で2つ)の開催
　通学路における照明灯等の設置場所
選定のための調査　３３７校

　道路のバリアフリー化距離　４路線１．６
km
　Ｈ１６年度から新たに通学路での照明
灯を整備　２００基

　消雪施設の整備　６路線６km
　｢雪みち情報ネットふくい｣の路面画像
数の追加　６箇所 消雪施設の整備　７路線９km

｢雪みち情報ネットふくい｣の路面画像数の追加　６箇所

道路のバリアフリー化距離　　４路線１．６km
新たに通学路での照明灯を整備　１，３０４基

　住民参加による｢道づくり協議会｣の開催　県道福井今立線
（仮称）新戸口トンネルなど８事業
　河川整備計画策定のための住民参加による域委員会の開
催　　（九頭竜川水系、井の口川）
　通学路における照明灯等の設置場所選定のための調査
３４３校
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役職 氏名

平成1６年度　取組項目に係る結果報告（土木部）

　土木部長

【取組結果の区分】  ・目標を上回って達成しました。
【取組結果の区分】  ・目標を達成しました。
【取組結果の区分】  ・目標達成にはいたりませんでした。
【取組結果の区分】  ・取組を継続中です。

　福　田　正　晴

取　　組　　結　　果

（　平　成　1７　年　3　月　末　現　在　）

取　　組　　項　　目

福井駅付近連続立体交差事業については、４月１８日に高架
切替えを行うこととなりました。また、西口駅前広場につい
ては、昨年末に、県と市による連絡会において、広場の拡大
を目指す方向性を合意しました。
福井市手寄地区市街地再開発事業について、事業計画の変
更、権利変換計画の認可を行い、工事に着手しました。
福井駅前地下駐車場における歩道陥没や幸橋における福井豪
雨に伴う工事の一時中断などにより、目標どおりの事業の推
進が図れませんでした。

５　歴史的遺産の利活用
福井駅前地下駐車場で発掘された石垣の
展示計画を９月までに取りまとめます。

〔成果等〕　目標を達成しました。

発掘された百間掘石垣を、駐車場横の歩道で復元・展示する
計画を３月に公表しました。

○個別項目
１　時代の変化に対応した公共事業等の
推進
県内業者の受注機会拡大のため、分離・
分割発注に努めるとともに、年度内に施
工実績要件等の入札条件を緩和します。

〔成果等〕　目標を達成しました。

全ての工事発注案件について、可能な限りの分離・分割発注
に努めるとともに、昨年５月から工事実績要件を緩和（８割
⇒６割）しました。

入札制度の透明性、競争性の向上と業務
の効率化を図るため、電子入札の平成１
７年度一部本運用に向けて、年度内にイ
ンターネットを利用した実証実験を実施
します。

〔成果等〕　目標を達成しました。

電子入札の平成17年度一部本運用に向けて、実証実験を２回
行いました。

幸橋整備において、電車通りの敷石など
歴史的遺産の利活用策を年度内に取りま
とめます。

〔成果等〕　取組を継続中です。

旧橋脚本体は、幸橋左岸の下流側に寝かせて展示することと
し、基礎の松杭や電車通りの敷石等を含めた具体的な利活用
策について、幸橋景観検討会を設置し、検討を進めました。

４　県民が夢と誇りを持てる県都の整備
福井駅付近連続立体交差事業をはじめと
する福井駅周辺整備事業を着実に推進し
ます。

〔成果等〕　取組を継続中です。

　JR線高架部工事の完成　進捗率(H15
年度末82％→H16年度末100％)
　H18年度の幸橋橋梁本体完成に向けた
事業推進(H15年度末62％→H16年度末
77％)
　H18年度の福井駅前地下駐車場完成に
向けた事業推進(H15年度末26％→H16
年度末49％)
　えちぜん鉄道高架化に向けた関係機関
との協議・調整

JR線高架部工事の完成
　進捗率（H15年度末82％→H16年度末100％）
H18年度の幸橋橋梁本体完成に向けた事業推進
　(H15年度末62％→H16年度末76％　完成予定Ｈ20年6月)
H18年度の福井駅前地下駐車場完成に向けた事業推進
　(H15年度末26％→H16年度末35％　完成予定Ｈ19年度中)
えちぜん鉄道高架化に向け、国、鉄道・運輸機構等との協議・
調整の実施
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役職 氏名

平成1６年度　取組項目に係る結果報告（土木部）

　土木部長

【取組結果の区分】  ・目標を上回って達成しました。
【取組結果の区分】  ・目標を達成しました。
【取組結果の区分】  ・目標達成にはいたりませんでした。
【取組結果の区分】  ・取組を継続中です。

　福　田　正　晴

取　　組　　結　　果

（　平　成　1７　年　3　月　末　現　在　）

取　　組　　項　　目

公共工事のコスト縮減については、地域
の実情に合うよう規格・構造等を見直す
(ローカルルール)とともに、平成１２年
度に策定した「公共工事コスト縮減対策
に関する新行動計画」を年度内に見直す
など、取組みを強化します。

〔成果等〕　目標を達成しました。

道路整備における規格・構造等の弾力的運用（ローカルルー
ル）を昨年6月に策定しました。
また、「公共工事コスト縮減対策に関する新行動計画」につ
いては、ローカルルールの適用等の施策を追加するなど、３
月に見直し強化しました。

県内業者の受注機会の拡大と県産品の積
極的な活用を図るため、下請負人や工事
材料の選定について、本年度から、県内
業者と県産品の活用に努めるよう工事契
約図書に明示します。

〔成果等〕　目標を達成しました。

県内業者と県産品の活用については、平成１６年４月以降特
記仕様書に明示しました。

福井県土地開発公社については、長期保
有土地の有効活用や処分方策を取りまと
めるとともに、福井県住宅供給公社につ
いては宅地分譲事業の販売促進(２５区
画)に努めるなど、経営の改善に取り組
みます。

〔成果等〕　取組を継続中です。

福井県土地開発公社については、長期保有土地の有効活用や
処分方策の検討を進めました。
また、福井県住宅供給公社については、販売戸数の目標を達
成することができなかった（５区画)ことから、今後、経営
改善に向けて努力します。

２　地域間の交流と連携の強化
道路の将来ビジョンに基づき、大都市圏
との交流の促進、県境を越えた連携の強
化および地域間の連携の強化を図るた
め、県土の骨格を形成する交通ネット
ワークを充実させるなど、地域の道路網
整備を推進します。

〔成果等〕　目標を達成しました。

昨年４月に、福井県と石川県とを結ぶ国道364号大内峠道路
が開通し、新たな広域観光ルートが開拓されるなど、地域間
の交流と連携の強化を図りました。

地域高規格道路の福井港丸岡インター連
絡道路が１６年３月に調査区間の指定を
受けたことから、ルートや構造について
取りまとめます。

〔成果等〕　取組を継続中です。

既存ストックの有効活用、計画交通量の見直し、ローカル
ルールの適用等により全区間のルート・構造等の検討を進め
ました。

　公共工事における県産品活用率指数
(H１４年度を100とする)　　１１２

　整備完了路線　５路線(国道４１６号布
施田～里別所バイパスなど)

　整備完了路線　５路線(国道４１６号布施田～里別所バイ
パス、国道３６４号大内峠道路など)

　公共工事における県産品活用率指数
(H１４年度を100とする)　　１１２
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役職 氏名

平成1６年度　取組項目に係る結果報告（土木部）

　土木部長

【取組結果の区分】  ・目標を上回って達成しました。
【取組結果の区分】  ・目標を達成しました。
【取組結果の区分】  ・目標達成にはいたりませんでした。
【取組結果の区分】  ・取組を継続中です。

　福　田　正　晴

取　　組　　結　　果

（　平　成　1７　年　3　月　末　現　在　）

取　　組　　項　　目

河野海岸有料道路において料金割引によ
る社会実験を実施し、その結果を踏ま
え、有料道路の利用促進のあり方等につ
いて検討します。

〔成果等〕　取組を継続中です。

昨年10月下旬から12月下旬まで、河野海岸有料道路におい
て、通行料金を約半額に割引く社会実験を国と共同で実施し
ました。今回の実験結果をもとに、今後の有料道路の利用促
進のあり方等について検討を進めます。

市街地にアクセスする道路の渋滞緩和と
鉄道の活性化を図るため、駅周辺の県管
理道路にパークアンドライド型の駐車場
を整備するとともに、既設駐車場の利用
促進に努めます。

〔成果等〕　目標を達成しました。

２箇所の駐車場を新たに整備しました。既設駐車場の利用促
進については、テレビなどを通じた広報活動に積極的に取り
組みました。

貿易の振興と地域の活性化を図るため、
敦賀港においては鞠山南多目的国際ター
ミナルなど港湾施設の整備を促進しま
す。また、福井港においても関税法上の
開港を目指して、国に積極的に働きかけ
ます。

〔成果等〕　目標を達成しました。

敦賀港については、本年２月に敦賀港国内物流ターミナル
（金ヶ崎）を供用開始しました。
また、福井港については、国に積極的に要望した結果、本年
４月１日開港指定となりました。

福井空港の利活用を図るため、チャー
ター便の試験運航を実施し、将来に向け
て、旅行会社等による自主運航を目指し
ます。また、航空機の運航の安全性を高
めるため、滑走路等空港施設の改修・整
備を実施します。

〔成果等〕　取組を継続中です。

将来の旅行会社等による自主運航の実現のため、チャーター
便の試験運航を４回実施しましたした。
また、滑走路の改修（舗装)を行いました。

小松空港のアクセス向上のため、利用者
のアンケート調査等を実施し、パークア
ンドライド型駐車場などの改善策につい
て取りまとめます。

〔成果等〕　目標を達成しました。

小松空港利用者を対象にアンケートを実施しバス事業者と協
議を行った結果、京福バス㈱が丸岡バスターミナルにおい
て、パークアンドライド型駐車場を本年４月１日から供用す
ることとなりました。
また、空港アクセスについてのアンケート調査を実施すると
ともに、空港付近でのＩＣ新設や案内標識の設置などについ
て、石川県との協議を進めました。

　えちぜん鉄道永平寺口駅、福井鉄道
水落駅での駐車場整備

　敦賀港国内物流ターミナル(金ヶ崎)の供
用開始
　福井港の将来を展望した｢福井港貿易
振興プラン(仮称)｣の策定

　えちぜん鉄道永平寺口駅　６５台分を整備
　福井鉄道水落駅　　　　　　　８０台分を整備

　敦賀港国内物流ターミナル(金ヶ崎)の供用開始（2月）
　｢福井港貿易振興プラン(仮称)｣　５月に策定予定
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役職 氏名

平成1６年度　取組項目に係る結果報告（土木部）

　土木部長

【取組結果の区分】  ・目標を上回って達成しました。
【取組結果の区分】  ・目標を達成しました。
【取組結果の区分】  ・目標達成にはいたりませんでした。
【取組結果の区分】  ・取組を継続中です。

　福　田　正　晴

取　　組　　結　　果

（　平　成　1７　年　3　月　末　現　在　）

取　　組　　項　　目

３　ふるさとに夢と誇りを持てる地域づ
くり
（安全･安心）
自然災害から県民の生命・財産を守り、
安全で安心できる県民生活を実現するた
め、治水対策、道路防災、土砂災害防
止、海岸保全等に積極的に取り組むとと
もに、防災に関する情報提供や土砂災害
の恐れのある区域の指定などソフト対策
を強化します。

〔成果等〕　取組を継続中です。

昨年発生した福井豪雨や台風により河川、道路、土砂災害な
どの被害を受けましたが、応急工事の実施や災害の早期復旧
に全力を挙げて取り組みました。

専門家で組織する委員会を設置し、再度災害の防止等につい
て検討しました。

ハード整備だけでなく、ソフト対策を充実・強化しました。

敦賀港、福井港、内浦港において、海上
輸送および港湾の安全を確保するため、
テロなどに対する国際的な基準に対応し
た保安対策を講じます。

〔成果等〕　目標を達成しました。

敦賀港、福井港、内浦港において、国際的な基準に対応した
保安対策を実施しました。

（環境との調和）
水と共生するまちづくりに向けて、関係
部局と連携して、水環境と景観の保全・
創出等について年内に具体的な方策を取
りまとめます。

〔成果等〕　取組を継続中です。

水環境と景観の保全・創出等については、取組み可能な施策
についての検討に着手しましたが、福井豪雨に伴う災害復旧
との整合を図りながら、平成１７年度中に具体的な方策を取
りまとめます。

　九頭竜川水系における河川整備計画
原案に対する流域委員会の意見取りまと
め
　多田川水系および井の口川水系の河
川整備計画策定
　土砂災害防止法に基づく土砂災害警戒
区域等の指定開始

　国際海事機関(IMO)のリストに保安対
策の措置済み港湾として登録

　九頭竜川水系における流域委員会の意見取りまとめは、福
井豪雨に伴う計画の見直しについて継続審議中
　多田川水系および井の口川水系の河川整備計画を策定
　土砂災害防止法に基づく土砂災害警戒区域等の指定　敦賀
市赤碕など１７５箇所

　国際海事機関(IMO)に登録　平成１６年６月

　災害箇所の復旧は、次期出水期までに約７割の完成を目標
　足羽川市街地区間については、河床掘削や堤防強化など、
今後、概ね５年間で改修を実施
　その他の箇所では、河川の拡幅などを３～５年間で整備
　砂防事業と治山事業との連携により、概ね３箇年度で砂防
堰堤などを整備
　福井豪雨により被災した住宅の新築、補修等に対する被災
者住宅再建補助金の創設

　足羽川洪水災害調査対策検討会（災害発生の実態把握と
今後の治水対策等の方向性）
　山間集落豪雨災害対策検討委員会（山間部における災害発
生のメカニズムや災害防止方策等）

　インターネットや携帯電話による雨量、河川水位および土砂
災害警戒情報等の提供
　土砂災害警戒区域等の指定
　�
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役職 氏名

平成1６年度　取組項目に係る結果報告（土木部）

　土木部長

【取組結果の区分】  ・目標を上回って達成しました。
【取組結果の区分】  ・目標を達成しました。
【取組結果の区分】  ・目標達成にはいたりませんでした。
【取組結果の区分】  ・取組を継続中です。

　福　田　正　晴

取　　組　　結　　果

（　平　成　1７　年　3　月　末　現　在　）

取　　組　　項　　目

循環型社会の構築に向け、公共事業にお
けるリサイクル製品等の活用や、下水汚
泥のリサイクルの推進に努めます。

〔成果等〕　取組を継続中です。

公共事業で使用するコンクリート二次製品については、福井
県庁グリーン購入推進方針に基づき、１６年度から新たに、
リサイクル製品を原則１００％使用することとしました。
また、建設発生土や下水汚泥の有効利用を推進しました。

河川の美化など河川愛護活動に対して支
援するなど、美しい河川環境の保全に努
めます。また、ヨシ等が自生できる植物
帯を創出するなぎさ護岸の整備や、川辺
における河原の復元、親水空間の創出な
ど、環境に配慮した事業を実施します。

〔成果等〕　目標を達成しました。

河川の草刈活動を実施した各種団体に対して経費の一部を助
成するなど、河川愛護活動を支援しました。
三方湖におけるなぎさ護岸の整備を進めるとともに、真名川
の河川敷において遊歩道や白河原工事を整備するなど、河原
の復元や親水空間を創出しました。

地球環境への負荷を軽減し快適な生活環
境を実現するため、環境配慮型住宅の普
及・拡大を図ります。

〔成果等〕　取組を継続中です。

県産材の使用など良質な住宅の普及については、目標を上回
る成果が得られましたが、一般住宅における太陽光発電設備
の普及については、募集期間の制約などから目標を達成する
ことができませんでした。

（個性と魅力あるまちづくり）
都市計画区域マスタープランの策定を受
け、市町村と相互に連携して、地域の創
意工夫による個性を生かした魅力あるま
ちづくりの推進に取り組みます。

〔成果等〕　取組を継続中です。

市町村や庁内関係各課と相互に連携して、地域の創意工夫に
よる個性を生かした魅力あるまちづくりの推進に取り組みま
した。

　コンクリート二次製品のリサイクル製
品利用率　　原則100％
　建設発生土の有効利用率　６８％
　下水汚泥のリサイクル率　５４％

　草刈活動における参加人数　６４，０００
人

　県産材を使用するなど一定の品質が
確保された良質な住宅の普及　１７０戸
　 太陽光発電等の設備を備えた住宅
の普及　４００戸(１，６００kw)

　庁内に部局横断的な組織を設置し、市
町村のまちづくり条例策定などを支援
　景観行政連絡会を開催し、景観に関す
る新たな制度による景観の保全と向上に
取り組む
　「ふくい美観風致維持特区」における違
法広告物の一斉除去　福井市など５市

　「まちづくり条例制定のための支援検討会」を設置し（5
月）、敦賀市のまちづくり条例制定を支援
　景観行政連絡会を２回開催し、大野市、三国町での景観
づくりや景観法の活用に向けた県と市町村の取組みについ
て意見交換を実施
　美観特区（5市）と県とが共同した違反広告物の一斉簡易
除去を７月に実施するとともに、県の屋外広告物条例を一
部改正

　コンクリート二次製品のリサイクル製品利用率　９８％（推計
値）
　建設発生土の有効利用率　７１％(推計値)
　下水汚泥のリサイクル率　５６％（推計値)

　草刈活動における参加人数　６５，２８０人

　県産材を使用するなど一定の品質が確保された良質な
住宅の普及　　　　２００戸（申込み戸数)
 　太陽光発電等の設備を備えた住宅の普及　２８２戸
(１，１３０kw)
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役職 氏名

平成1６年度　取組項目に係る結果報告（土木部）

　土木部長

【取組結果の区分】  ・目標を上回って達成しました。
【取組結果の区分】  ・目標を達成しました。
【取組結果の区分】  ・目標達成にはいたりませんでした。
【取組結果の区分】  ・取組を継続中です。

　福　田　正　晴

取　　組　　結　　果

（　平　成　1７　年　3　月　末　現　在　）

取　　組　　項　　目

電線類地中化等を推進し、美しい街並み
景観の創出を図ります。

〔成果等〕　目標を達成しました。

ＪＲ武生駅前や国道417号（鯖江市旭町～本町)などにおい
て、歩道の整備にあわせて電線類地中化を整備しました。

古民家などの歴史的建造物や地域の特色
ある景観を構成する伝統的建造物群など
の保存・活用のため、年度内に県内の現
存施設を対象に調査しデータベース化す
るとともに、市町村が行う歴史的建造物
の保存活用事業を支援します。

〔成果等〕　目標を達成しました

伝統的建造物群などの保存・活用のため、現地調査を実施
し、データベース化しました。また、市町村が行う歴史的建
造物の保存活用事業に対し支援しました。

丹南地域総合公園(仮称)については、地
域のニーズを踏まえ、年度内に基本設計
を策定し都市計画決定を目指します。

〔成果等〕　取組を継続中です。

基本設計については、地域団体の代表者、学識経験者等で構
成する検討会を設置して検討を重ね、基本設計を策定しまし
た。
また、都市計画決定に向けた地元での説明会を開催しまし
た。

電線類地中化の整備延長　６路線３km

　調査対象　歴史的建造物1,800件、
　　　　　　歴史的建造物群1,150件
　歴史的建造物の保存活用に対する支
援　1件

電線類地中化の整備延長　６路線３km

調査件数　 歴史的建造物　　1,915件
　　　　　　　 歴史的建造物群　1,332件
歴史的建造物の保存活用に対する支援　南越前町　明治殿
歴史的建造物の保存・普及に関する講習会の開催　３回　１９４人
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